
２
月
12
日
は
建
国
記

念
の
日
だ
っ
た
。
こ

の
日
は
51
年
前
ま
で

は
紀
元
節
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
討
幕
を
果

た
し
た
明
治
政
府
が

立
憲
君
主
制
を
ゆ
る

ぎ
な
い
も
の
に
す
る

べ
く
天
皇
と
日
本
の
起
源
を
関
連

付
け
て
正
当
化
す
る
た
め
に
神
武

天
皇
が
即
位
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

日
に
こ
れ
を
定
め
た
。
こ
の
日
に

は
万
歳
奉
祝
や
教
育
勅
語
が
奉
読

さ
れ
た
。
大
正
期
に
は
皇
国
史
観

と
軍
国
主
義
の
思
想
統
制
に
利
用

さ
れ
暗
黒
の
時
代
に
突
入
し
て
い

っ
た
▼
昨
年
何
か
と
世
間
を
騒
が

せ
た
森
友
学
園
問
題
。
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
に
軍
歌
を
歌
わ
せ
教
育

勅
語
の
唱
和
や
運
動
会
で
は
「
日

本
を
悪
者
と
し
て
扱
っ
て
い
る
韓

国
・
中
国
が
心
改
め
る
よ
う
に
安

倍
首
相
万
歳
」
と
宣
誓
さ
せ
る
な

ど
戦
前
の
よ
う
な
愛
国
教
育
を
行

っ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
外
国
人

記
者
は
日
本
の
保
守
主
義
者
達
は

学
校
が
侵
略
戦
争
史
観
を
生
徒
に

教
え
、
戦
前
の
伝
統
を
覆
す
平
和

主
義
が
気
に
い
ら
ず
現
代
日
本
の

教
育
を
よ
く
批
判
す
る
と
し
て
、

反
動
右
翼
に
よ
る
戦
前
回
帰
の
動

き
が
こ
の
学
園
の
事
例
に
見
て
取

れ
る
と
解
説
し
た
▼
年
端
も
い
か

な
い
ど
も
に
た
ち
軍
歌
を
歌
わ
せ

教
育
勅
語
を
唱
和
さ
せ
る
人
間
を

私
は
信
用
で
き
な
い
。
そ
れ
を
笑

っ
て
拍
手
す
る
首
相
は
そ
れ
以
上

に
信
用
で
き
な
い
。
そ
の
首
相
は

今
年
度
中
の
憲
法
改
正
発
議
を
狙

っ
て
い
る
。
直
近
の
世
論
調
査
で

は
、
「
年
内
に
発
議
す
る
必
要
は

な
い
」
と
の
回
答
が
50
％
を
占
め
、

慎
重
論
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
流
れ
を
大
き
な
も
の
と
し
て

今
年
中
の
憲
法
改
正
発
議
を
許
さ

な
い
た
め
に
も
、
今
取
り
組
ま
れ

て
い
る
３
０
０
０
万
人
署
名
を
一

人
ひ
と
り
が
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組

み
成
功
さ
せ
、
世
界
に
類
の
な
い

平
和
憲
法
を
堅
持
し
子
供
が
笑
っ

て
暮
ら
せ
る
生
活
を
営
め
る
国
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
う
（
Ｂ
）

　　

▽
３
月
17
日
（
青
森
）

　

第
15
回
青
森
支
部
組
織
拡
大
対

策
会
議

▽
３
月
17
日
（
福
島
）

　

２
０
１
８
原
発
の
な
い
福
島
を

　

！
県
民
大
集
会



















＝拡大委員会には５５人が参加した＝

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」
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▽
３
月
18
日
（
盛
岡
）

　

第
６
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
４
月
２
日
（
大
宮
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
入
社
式
宣
伝
行
動

▽
４
月
７
日
（
青
森
）

　

４
．
９
反
核
燃
全
国
集
会

▽
４
月
18
・
19
日
（
盛
岡
）

　

本
部
監
査
・
各
支
部
指
導
監
査

職
場
実
態
・
業
務
委
託
化
、
春
闘

組
織
拡
大
、
改
憲
問
題
な
ど
論
議

花巻市議選挙

方 針 討 論

＝＝
阿
部
一
男
議
員
も
参
加
し
決
意
＝＝

　

委
員
会
は
11
時
10
分
、
小
林
良

宏
執
行
副
委
員
長
が
開
会
挨
拶
、

地
方
委
員
11
人
中
10
人
の
出
席
を

報
告
し
委
員
会
の
成
立
を
宣
言
。

大
会
議
長
に
近
藤
信
博
委
員
（
盛

岡
駅
連
合
分
会
）
を
選
出
、
就
任

挨
拶
を
受
け
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

最
初
に
地
方
執
行
委
員
会
を
代

　

地
方
本
部
は
、
第
1
2
8
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
2
月
24
日
（
土
）
に
盛
岡
市
の
リ
リ
オ
で
委
員
・
特

別
委
員
・
分
会
代
表
者
・
地
方
本
部
役
員
、
来
賓
含
め
55
人
が
参
加
す
る
中
で
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
18
春
闘
、
エ
ル
ダ
ー
・
委
託
化
に
伴
う
職
場
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
問
題
、

組
織
強
化
・
拡
大
、
東
労
組
組
合
員
の
脱
退
関
連
、
憲
法
９
条
の
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い
な
ど
で
討
論
。

「
春
闘
は
貨
物
会
社
の
改
善
と
合
わ
せ
闘
う
」
「
組
織
拡
大
は
、
分
会
オ
ル
グ
の
中
で
東
労
組
組
合
員
の

脱
退
の
動
向
な
ど
も
注
視
・
議
論
し
取
り
組
む
」
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署

名
・
３
０
０
０
万
人
署
名
に
全
力
を
あ
げ
る
」
「
技
術
継
承
・
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
む
」

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」
な
ど
の
意
思
統
一
を
は
か
っ
た
。

　

選
挙
闘
争
で
は
、
７
月
に
施
行
予
定
の
花
巻
市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
組
織
内
候

補
「
阿
部
一
男
」
氏
の
11
度
目
の
議
席
確
保
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

表
し
沢
田
光
広
執
行
委
員
長
が
挨

拶
（
要
旨
別
掲
）
。
次
に
来
賓
の

野
中
靖
志
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン

タ
ー
議
長
（
自
治
労
岩
手
県
本

部
）
、
山
崎
道
夫
社
会
民
主
党
岩

手
県
連
合
常
任
幹
事
、
吉
田
和
弘

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
東
北

支
所
次
長
、
阿
部
一
男
花
巻
市
議

会
議
員
（
国
労
議
員
団
）
か
ら
来

賓
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

続
い
て
大
沼
元
東
日
本
本
部
執

行
委
員
長
か
ら
今
春
闘
に
お
け
る

東
労
組
の
組
織
状
況
や
春
闘
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

及
川
孝
執
行
委
員
が
委
員
会
日
程

を
説
明
し
昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
菊
池
要
悦
書
記

長
が
協
約
協
定
の
締
結
承
認
を
提

案
し
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
昨
年

の
大
会
以
降
の
経
過
と
当
面
す
る

運
動
方
針
案
の
提
案
を
行
い
討
論

に
入
っ
た
。

　

討
論
で
は
、
８
人
（
委
員
・
特

別
委
員
・
分
会
代
表
）
が
職
場
実

態
、
委
託
問
題
、
組
織
拡
大
、
他

労
組
組
織
脱
退
状
況
や
18
春
闘
の

闘
い
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
答
弁
と
菊
池
書
記
長
集
約

答
弁
（
要
旨
裏
面
掲
載
）
を
受
け

当
面
の
運
動
方
針
が
満
場
の
拍
手

で
承
認
・
確
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
横
内
俊
博
執
行
委
員

が
委
員
会
宣
言
を
読
み
上
げ
提
案
、

拍
手
で
承
認
さ
れ
、
近
藤
議
長
が

退
任
の
挨
拶
。
最
後
に
阿
部
一
久

執
行
副
委
員
長
が
閉
会
挨
拶
に
立

ち
、
近
藤
議
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

沢
田
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
頑
張

ろ
う
を
三
唱
し
終
わ
っ
た
。

　

方
針
の
討
論
で
は
８
人
が
発
言

し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

◎
小
原
典
昭
分
会
代
表

　
　
　
　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
今
年
も
春
闘
を
と
も
に
闘
う
決

意
と
し
て
東
日
本
本
部
に
檄
布
を

作
り
送
付
し
た
。
全
分
会
で
の
取

り
組
み
を
。

▽
春
闘
ス
ト
問
題
で
東
労
組
が
ざ

わ
つ
い
て
い
る
。
青
森
駅
で
も
助

役
職
中
心
に
脱
退
の
動
き
を
聞
い

て
い
る
。
社
会
人
採
用
の
組
合
員

も
様
子
見
み
た
い
だ
。
分
会
オ
ル

グ
で
意
思
統
一
し
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

◎
工
藤
達
二
委
員

（
青
森
施
設
分
会
）

▽
分
会
と
し
て
も
執
行
委
員
会
の

中
で
新
規
採
用
者
の
対
策
を
議
論

し
て
い
る
。
配
属
時
な
ど
の
対
応

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

国
労
は
１
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
組
合
と
訴
え
て
い
き
た
い
。

▽
大
切
な
３
０
０
０
万
人
署
名
行

動
へ
の
集
中
が
必
要
だ
。
各
種
署

名
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
青
年
・
女
性
・
族
中
央
行
動
カ

ン
パ
の
趣
意
書
の
扱
い
統
一
を
。

◎
野
田
茂
志
委
員

（
八
戸
貨
物
分
会
）

▽
貨
物
会
社
の
55
歳
３
割
カ
ッ
ト

廃
止
。
嘱
託
制
度
で
の
出
向
の
休

日
減
、
賃
金
減
改
善
、
遠
距
離
通

勤
解
消
の
闘
い
を
強
化
し
て
ほ
し

い
。

▽
春
闘
の
闘
い
、
署
名
・
ハ
ガ
キ

投
函
行
動
な
ど
展
開
し
て
い
る
。

会
社
は
７
期
連
続
黒
字
決
算
で
体

力
は
あ
る
。
ス
ト
配
置
で
の
要
求

獲
得
の
闘
い
が
必
要
だ
。

◎
留
場
義
継
委
員

　
　
　
　
　

（
宮
古
地
域
分
会
）

▽
山
田
線
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
・
Ｐ
Ｒ
Ｃ
化

の
体
制
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
た
。

各
駅
社
員
の
五
月
雨
方
式
異
動
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
い
ず
れ
解

明
は
出
し
て
団
交
に
臨
む
が
、
他

労
組
も
含
め
て
エ
ル
ダ
ー
社
員
・

対
象
者
が
多
く
い
る
。
三
鉄
へ
の

移
管
も
決
定
し
て
い
る
し
厳
し
い

状
況
だ
。
駅
以
外
の
職
場
へ
も
影
響

　
　
　
　
　
　  

（
２
面
へ
続
く
）

　

委
員
会
に
は
、
７
月
施
行
予
定

の
花
巻
市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数

26
）
に
立
候
補
予
定
の
阿
部
一
男

議
員
（
社
会
民
主
党
公
認
・
71

歳
）
も
参
加
し
た
。

　

阿
部
議
員
は
、
「
補
欠
選
挙
初

当
選
か
ら
11
期
目
へ
の
挑
戦
に
な

る
。
初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
。

社
民
党
か
ら
３
人
が
立
候
補
予
定

し
て
い
る
。
憲
法
を
守
る
議
会
活

動
を
続
け
た
い
。
７
月
最
後
の
日

曜
日
が
投
票
日
と
予
想
さ
れ
る
が

３
０
０
０
万
署
名
運
動
と
の
両
輪

で
頑
張
り
た
い
」
と
訴
え
、
選
挙

へ
の
協
力
を
求
め
た
。

　

自
公
あ
わ
せ
て
３
１
３
議
席
と

与
党
単
独
で
議
席
の
３
分
の
２
を

占
め
る
な
か
、
改
憲
発
議
が
い
よ

い
よ
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
国
労
は
、
運
動
の
歴
史
に

立
ち
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲
法
を
活
か
す
３
０
０
０
万
人
全

国
統
一
署
名
」
運
動
の
成
功
に
む

け
取
り
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

２
月
13
日
に
Ｊ
Ｒ
各
社
に
統
一

要
求
を
提
出
し
、
国
労
の
２
０
１

８
年
春
闘
が
事
実
上
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
要
求
の
柱
は
、

定
期
昇
給
の
完
全
実
施
と
１
２
０

０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め

る
こ
と
な
ど
の
８
項
目
で
、
３
月

14
日
を
回
答
指
定
日
と
す
る
も
の

で
す
。
私
た
ち
国
労
は
、
今
春
闘

を
通
じ
て
、
職
場
の
問
題
を
掘
り

起
し
な
が
ら
、
他
労
組
も
巻
き
込
ん

で
、
組
織
拡
大
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
東
労
組
の
ス
ト
ラ
イ
キ
問

題
に
よ
り
、
情
勢
は
、
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
昨
年
加

入
し
た
細
川
さ
ん
は
「
国
労
組
合

員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
い
る
。
組
織
拡
大
に
む
け

て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
不
安
や
動
揺
の
な
か
で

仕
事
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
多
く
の

東
労
組
組
合
員
に
対
し
、
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
、
国
労
に
加
入
し
て
く
れ
た

多
く
の
青
年
の
声
に
、
ど
う
応
え

て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
昨
年
の
蕨
変
電

所
操
作
ミ
ス
を
皮
切
り
に
、
12
月

16
日
は
京
浜
東
北
線
で
の
架
線
切

断
を
発
生
さ
せ
、
数
十
万
人
に
影

響
を
及
ぼ
す
大
規
模
輸
送
障
害
を

発
生
さ
せ
ま
し
た
。
表
面
的
な
事

故
対
策
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
通
り

に
作
業
が
で
き
る
要
員
な
の
か
、

技
術
力
は
ど
う
な
の
か
な
ど
、
背

後
要
因
の
徹
底
し
た
検
証
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
国
労
は
常
に
、
Ｊ
Ｒ
会

社
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
働
く

労
働
者
全
員
の
思
い
を
代
表
し
た

運
動
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
国

労
の
組
織
強
化
拡
大
は
、
運
動
の

継
承
と
い
う
面
と
、
技
術
継
承
や

人
材
育
成
、
そ
の
先
に
あ
る
安
全

安
定
輸
送
の
確
立
に
も
影
響
を
与

え
ま
す
。
私
た
ち
の
運
動
課
題
は

多
岐
に
わ
た
り
、
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
「
当
面
す
る
闘
争
方
針
」

の
確
立
と
、
国
労
盛
岡
地
方
本
部

に
結
集
す
る
組
合
員
・
家
族
が
一

丸
と
な
っ
て
闘
い
に
全
力
を
あ
げ

て
い
く
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

春闘・労働条件改善・組織拡大に全力
＝９条改憲NO! 署名行動の取り組み強化＝

第
１
２
８
回
拡
大
地
方
委
員
会
/
２
月
24
日
・
リ
リ
オ

近
藤
信
博
議
長（
盛
岡
駅
連
合
）で
進
行

委
員
・
機
関
代
表
者
ら
55
人
が
参
加

委
員
・
代
表
者
８
人
が
発
言

沢
田
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

憲
法
を
守
る
闘
い
と
結
合

国
労
の
皆
さ
ん
の
支
援
を

工藤達二委員
（青森施設分会）

野田茂志委員
（八戸貨物分会）
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も
う
一人
の
仲
間
作
り
に
向
け

情
勢
を
共
有
し
取
り
組
も
う

菊
池
書
記
長
集
約
（
要
旨
）

（
１
面
よ
り
続
く
）

が
あ
る
。
落
ち
葉
対
策
も
車
掌
へ

の
負
担
増
だ
。

◎
新
屋
敷
幸
二
特
別
委
員

（
工
務
協
議
会
）

▽
第
29
回
地
方
工
務
協
議
会
定
期

委
員
会
（
２
月
３
日
）
後
の
懇
親

会
に
女
性
・
若
手
社
員
が
参
加
し

て
い
る
（
昨
年
も
同
様
）
。
国
労

の
飲
み
会
に
違
和
感
な
く
参
加
し

て
く
れ
る
。
今
後
も
続
け
組
織
拡

大
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

▽
東
労
組
の
脱
退
者
の
動
き
助
役

が
中
心
だ
が
30
代
、
20
代
で
も
面

識
・
交
流
の
あ
っ
た
人
が
脱
退
し

て
い
る
。
若
手
が
今
何
を
思
っ
て

い
る
か
し
っ
か
り
考
え
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

◎
八
重
樫
俊
昭
分
会
代
表

（
盛
岡
電
気
分
会
）

▽
メ
ン
テ
な
ど
過
去
の
業
務
の
確

認
事
項
が
一
方
的
に
変
え
ら
れ
て

い
る
。
わ
か
ら
な
い
助
役
や
若
手

も
多
い
。
技
術
継
承
の
た
め
に
も

国
労
の
取
り
組
み
が
大
切
。

▽
盛
岡
の
電
力
職
場
に
超
勤
問
題

で
労
基
署
が
査
察
に
入
っ
た
。
適

正
な
労
働
管
理
の
た
め
国
労
の
提

言
も
必
要
だ
。

▽
東
労
組
の
脱
退
問
題
、
会
社
内

は
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
。

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
新
し
い
勤
務

体
制
の
問
題
は
ど
う
い
う
流
れ
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

◎
阿
保
光
春
特
別
委
員

（
青
森
支
部
）

▽
自
分
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
配
転

で
長
期
の
遠
距
通
勤
者
の
解
消
に

調
査
し
取
り
組
み
の
強
化
を

◎
木
村
新
吾
委
員

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
冬
期
体
制
要
員
、
今
年
は
雪
が

多
く
現
場
ま
で
の
移
動
時
間
や
要

員
が
少
な
く
大
変
だ
。
お
客
さ
ん

も
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
。
解
明
を

出
し
て
い
る
が
、
結
果
対
応
で
な

く
、
前
段
で
の
計
画
が
大
切
だ
。

▽
三
厩
駅
を
２
年
後
に
無
人
化
、

運
転
取
り
扱
い
な
し
と
い
う
噂
を

聞
く
が
、
情
報
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

◇

【
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
、

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に
つ

い
て
】

　

平
成
採
用
者
が
６
割
を
以
上
を

占
め
る
今
日
、
「
人
材
育
成
」

「
技
術
継
承
」
は
会
社
と
し
て
も

大
き
な
課
題
と
認
識
を
持
っ
て
い

る
。
J
R
東
日
本
で
は
、
昨
年
来
、

大
き
な
輸
送
障
害
が
起
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
人
手
不
足
、

技
術
力
不
足
も
あ
る
。
J
R
会
社

は
、
人
手
不
足
、
技
術
力
不
足
を

仕
事
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
、
機

械
化
・
シ
ス
テ
ム
化
で
乗
り
切
ろ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
大
事
な
の
は
、
私
た
ち
が
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条

件
・
職
場
環
境
を
ど
う
作
っ
て
い

く
か
で
あ
る
。
職
場
の
若
い
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し

っ
か
り
と
作
る
中
か
ら
、
他
労
組

組
合
員
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み

を
し
、
「
仕
事
総
点
検
運
動
」

「
安
全
総
点
検
運
動
」
を
職
協
・

分
会
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
労

働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に
む
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
２
０
１
８
春
闘
に
つ
い
て
】

　

安
倍
首
相
が
賃
上
げ
を
要
請
し

日
経
連
が
「
３
％
」
と
の
数
値
に

言
及
す
る
な
ど
、
政
府
・
財
界
主

導
の
「
官
製
春
闘
」
が
５
度
目
を

迎
え
て
い
る
。
本
来
、
「
賃
上
げ

は
、
労
働
の
再
生
産
費
で
あ
り
、

労
使
の
力
関
係
で
決
ま
る
」
も
の

で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
原
則

を
貫
き
、
生
活
実
態
・
職
場
実
態

に
基
づ
い
た
要
求
を
勝
ち
取
る
た

め
に
も
、
組
織
さ
れ
た
労
働
者
の
団

結
・
連
帯
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
地
方
交
通
線
の
維
持
・
存
続
、

公
共
交
通
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
】

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
沿
線
人

口
の
減
少
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
変
化
な
ど
で
、
地
方
交
通
線
、

I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
、
青
い

森
鉄
道
、
さ
ら
に
は
、
２
０
１
８

年
度
末
に
経
営
が
移
管
さ
れ
る
山

田
線
・
宮
古
〜
釜
石
間
も
震
災
後

の
人
口
流
出
も
あ
り
、
厳
し
い
経

営
が
予
想
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
、

２
０
１
３
年
11
月
27
日
に
制
定
さ

れ
た
「
交
通
政
策
基
本
法
」
に
よ

り
、
公
共
交
通
確
立
と
均
等
あ
る

国
土
の
発
展
に
向
け
、
岩
手
、
青

森
両
県
の
交
運
労
協
等
と
の
連
携

を
強
め
て
い
く
。

【
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
】

　

国
労
の
最
重
要
課
題
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
組
織
拡
大
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
国
労
運
動
の
継
承
」

だ
け
で
な
く
、
「
技
術
継
承
や
人

材
育
成
」
「
安
全
・
安
定
輸
送
の

確
立
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
極
め

て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
集
ま
る

場
を
作
り
、
変
化
し
て
い
る
情
勢

の
共
有
と
分
会
・
職
場
で
や
れ
る

こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

「
仕
事
」
を
通
じ
た
人
間
関
係
・

信
頼
関
係
つ
く
り
か
ら
、
も
う
一

人
の
青
年
、
女
性
を
仲
間
に
迎
え

入
れ
よ
う
。

【
反
戦
・
平
和
・
民
主
主
義
を
守

る
闘
い
に
つ
い
て
】

　

安
倍
政
権
は
、
衆
参
と
も
改
憲

勢
力
が
３
分
の
２
を
占
め
る
状
況

を
背
景
に
、
年
内
に
改
憲
発
議
、

来
年
早
々
の
国
民
投
票
も
現
実
味

を
帯
び
て
い
る
。
改
憲
発
動
を
さ

せ
な
い
た
め
、
３
０
０
０
万
人
署

名
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
本
年

７
月
に
行
わ
れ
る
花
巻
市
議
会
議

員
選
挙
を
は
じ
め
、
安
倍
内
閣
の

暴
走
を
地
方
か
ら
止
め
る
べ
く
、

政
治
闘
争
を
強
め
て
い
く
。

〇
２
月
１
日
の
新
規
採
用
者
対
策

会
議
は
前
向
き
な
発
言
多
か
っ
た
。

現
在
展
開
中
の
全
分
会
オ
ル
グ
で

も
組
織
拡
大
独
自
の
取
り
組
み
を

議
論
し
て
ほ
し
い
。

〇
他
労
組
の
若
手
と
の
繋
が
り
、

飲
み
会
、
レ
ク
、
趣
味
な
ど
含
め

継
続
し
て
ほ
し
い
。

〇
東
労
組
の
脱
退
問
題
、
要
求
が

通
ら
な
い
と
会
社
と
対
立
、
我
々

国
労
が
受
け
皿
と
な
っ
て
い
こ
う
。

〇
檄
布
の
取
り
組
み
も
大
切
、
合

わ
せ
て
各
地
区
・
支
部
・
東
北
協

議
会
の
各
春
闘
集
会
に
も
全
力
を
。

〇
３
０
０
０
万
署
名
、
各
地
で
５

月
末
ま
で
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

こ
う
。

〇
青
年
・
女
性
・
家
族
中
央
行
動

カ
ン
パ
の
趣
意
書
、
ど
う
す
る
か

意
思
統
一
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

〇
貨
物
の
長
距
離
通
勤
問
題
、
貨

物
協
と
の
連
携
で
一
定
の
前
進
は

あ
る
。
今
後
も
努
力
し
た
い
。

〇
山
田
線
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
・
Ｐ
Ｒ
Ｃ
化

の
問
題
。
各
駅
の
転
勤
は
残
務
整

理
・
月
報
な
ど
駅
ご
と
に
違
い
、

４
月
22
日
以
降
整
理
で
き
し
だ
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
工

務
・
通
信
・
運
転
職
場
関
係
な
ど

も
関
連
あ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
見

え
な
く
、
資
料
の
提
出
を
求
め
て

い
る
。

〇
東
労
組
の
脱
退
者
は
、
盛
岡
支

社
で
も
か
な
り
の
人
数
が
い
る
模

様
。
支
社
・
現
場
と
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
声
を
つ
か
み
、
支
部
・
地
本

に
集
中
し
て
ほ
し
い
。

〇
貨
物
の
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術
要
求

は
上
部
に
伝
え
て
い
る
。
戦
術
判

断
は
上
部
機
関
に
な
る
。

〇
新
た
な
エ
ル
ダ
ー
制
度
、
昨
年

12
月
に
提
案
を
受
け
て
い
る
。
出

向
が
基
本
で
技
術
継
承
な
ど
で
会

社
業
務
が
拡
大
と
な
っ
た
。

〇
冬
期
要
員
に
つ
い
て
、
要
員
・

必
要
な
設
備
投
資
な
ど
は
事
前
に

求
め
て
い
き
た
い
。

〇
三
厩
駅
の
無
人
化
に
つ
い
て
は

会
社
に
確
認
し
早
期
に
情
報
を
提

供
し
た
い
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
２
月
10
日
、

東
京
都
・
交
通
ビ
ル
に
て
第
35
回

東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会
を
開
催

し
、
18
春
闘
、
組
織
強
化
・
拡
大

を
は
じ
め
と
し
た
当
面
す
る
闘
争

方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。
委
員
会

へ
は
、
菊
池
要
悦
、
田
崎
秋
弘
、

沢
田
光
広
、
佐
々
木
研
司
の
４
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
議
長
に
田
崎
委
員
、

副
議
長
に
新
潟
地
本
・
清
野
聡
委

員
を
選
出
し
て
進
め
ら
れ
、
伊
藤

隆
夫
書
記
長
の
方
針
提
起
を
受
け

て
青
年
部
の
特
別
発
言
を
含
め
12

人
が
発
言
。
特
に
青
年
部
・
三
浦

さ
ん
の
発
言
が
印
象
深
く
、
「
入

社
し
て
郡
山
駅
改
札
へ
配
属
。
国

労
の
先
輩
方
は
労
組
の
別
関
係
な

く
仲
間
の
問
題
解
決
に
努
力
。
そ

う
し
た
後
ろ
姿
を
見
て
い
て
加
入

を
決
意
。
車
掌
と
し
て
運
輸
区
職

場
へ
の
異
動
を
心
配
す
る
声
も
あ

っ
た
が
、
杞
憂
に
。
昇
進
試
験
に

も
合
格
。
駅
配
属
時
が
拡
大
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
り
、
親
身
に
な
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
学
ん

だ
」
と
、
自
身
の
経
験
を
報
告
し

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
青

年
の
発
言
に
学
び
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
き
な
い
理
由
を

探
す
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

委
員
会
は
、
５
年
後
を
見
据
え

た
組
織
議
論
を
今
後
行
っ
て
い
く

な
ど
の
書
記
長
集
約
を
全
体
で
確

認
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

「
３
０
０
０
万
人
全
国
統
一

署
名
、
岩
手
で
も
30
万
人
を
目

標
と
し
て
い
る
。
改
憲
を
許
さ

な
い
闘
い
、
全
国
の
仲
間
と
闘

お
う
」
（
野
中
靖
志
平
和
環
境

岩
手
県
セ
ン
タ
ー
議
長
）
、

「
一
関
市
議
選
挙
、
千
葉
信
吉

当
選
に
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝

す
る
。
我
々
も
９
条
改
憲
発
議

ス
ト
ッ
プ
に
全
力
を
あ
げ
る
。

今
年
の
花
巻
市
議
選
挙
、
阿
部

一
男
氏
当
選
に
協
力
を
」
（
社

民
党
岩
手
県
連
合
常
任
幹
事
）
、

「
今
年
は
交
運
共
済
と
し
て
30

年
目
、
来
年
は
国
労
共
済
と
し

て
発
足
か
ら
55
年
に
な
る
。
総

合
共
済
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
加

入
、
各
種
共
済
加
入
目
標
達
成

に
向
け
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
（
吉
田
和
弘
交
運

共
済
東
北
支
所
次
長
）
、
大
沼

元
東
日
本
本
部
執
行
委
員
長
か

ら
は
、
18
春
闘
の
闘
い
に
伴
う

東
労
組
の
大
量
脱
退
の
現
状
、

国
労
の
１
２
０
０
０
円
の
賃
上

げ
を
中
心
と
す
る
春
闘
の
闘
い

の
進
め
方
な
ど
の
報
告
を
受
け

た
。

留場義継委員
（宮古地域分会）

新屋敷幸二特別委員
（工務協議会代表）

平和環境岩手県センター
野中靖志議長

社会民主党岩手県連合
山崎道夫常任幹事

交運共済東北支所
吉田和弘次長

国労東日本本部
大沼元委員長

第
35
回
東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会

18
春
闘
、組
織
拡
大
な
ど

　
　
当
面
の
取
り
組
み
を
確
認

来
賓・東
日
本
本
部
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

執
行
部
答
弁（
要
旨
）
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